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平成２７年（健厚）第１１９６号

平成２８年１０月３１日裁決

主文

本件再審査請求を棄却する。

理由

第１　再審査請求の趣旨

再審査請求人（以下「請求人」という。）

の再審査請求の趣旨は、請求人が平成○年

４月１日から平成○年３月３１日までの期

間（以下「本件係争期間」という。）にお

いて、ａ社（以下「本件事業所」という。）

に雇用されていたとして、健康保険法（以

下「健保法」という。）及び厚生年金保険

法（以下「厚年法」という。）に規定する

被保険者（以下、単に「被保険者」という。）

の資格を有していることの確認を求める、

ということである。

第２　再審査請求の経過

１　請求人は、平成○年○月○日（受付）、

日本年金機構（以下「機構」という。）

○○年金事務所長に対し、本件係争期間

において、本件事業所に使用されていた

として、健保法第５１条第１項及び厚年

法第３１条第１項に基づき、請求人の被

保険者資格の確認の請求（以下「本件確

認請求」という。）をした。

２　○○年金事務所長は、平成○年○月○

日付で、請求人に対し、「関係帳簿等に

より常用的使用関係があるとは判断でき

ないため」として、本件確認請求を却下

する旨の処分（以下「原処分」という。）

をした。

３　請求人は、原処分を不服とし、○○厚

生局社会保険審査官に対する審査請求を

経て、当審査会に対し、再審査請求をし

た。その不服の理由は、本裁決書添付の

別紙のとおりである。

第３　問題点

１　健保法第３条、第３９条及び第４８条

並びに厚年法第６条、第９条、第１２

条（平成２４年法律第６３号による改正

前のもの）、第１８条（同改正前のもの）

及び第２７条の規定によると、健康保険

の適用事業所に使用される者及び厚生年

金保険の適用事業所に使用される７０歳

未満の者は、適用を除外される者を除い

て、被保険者となるが、その資格の取得

及び喪失は、事業主の届出若しくは被保

険者若しくは被保険者であった者の請求

に基づく、又は職権による厚生労働大臣

の確認によってその効力を生ずるとされ

ている。

そして、健保法第５１条第１項及び厚

年法第３１条第１項によると、被保険者

又は被保険者であった者は、いつでも、

健保法第３９条第１項及び厚年法第１８

条第１項の規定による確認を請求できる

とされている。

２　本件の問題点は、請求人が、本件係争

期間において、適用事業所に使用される

者として、被保険者資格を有していたと

認めることができるかどうか、というこ

とである。

第４　事実の認定及び判断

１　本件記録及び本件手続の全趣旨によれ

ば、第２記載の事実のほか、次の事実を

認定することができる。

（略）

２　以上の認定事実に基づいて、本件の問

題点について検討し、判断する。

（1）　健保法第３条第１項は「この法律

において「被保険者」とは、適用事業

所に使用される者……をいう。」と規

定し、同法第３５条は「被保険者……

は、適用事業所に使用されるに至った

日……から、被保険者の資格を取得す

る。」と規定している。また、厚年法

第９条は「適用事業所に使用される

七十歳未満の者は、厚生年金保険の

被保険者とする。」と規定し、同法第

１３条第１項は「第九条の規定による

被保険者は、適用事業所に使用される

に至つた日……に、被保険者の資格を

取得する。」と規定している。

ここで、「使用される者」とは、事

実上の使用関係があれば足り、事業主

との間の法律上の雇用関係の存否は、
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使用関係を認定する際の参考となるに

すぎないと解されている。また、「使

用されるに至った日」とは、現実に業

務に使用される状態に置かれた日であ

ると解されている。

そして、健康保険及び厚生年金保

険の適用事業所に使用される者とは、

適用事業所と常用的使用関係にある者

をいい、短期間あるいは短時間使用さ

れる者は含まないと解されているとこ

ろであるが、短時間就労者について常

用的使用関係の有無を判断するための

目安を示すため、昭和５５年６月６日

付で厚生省・社会保険庁の内かんが出

されており、これによると、１日又は

１週の所定労働時間及び１月の所定労

働日数が当該事業所において同種の業

務に従事する通常の就労者の所定労働

時間及び所定労働日数のおおむね４分

の３以上である者については、原則と

して、被保険者として取り扱うべきも

のであるが、併せて、これに該当しな

い短時間就労者であっても、被保険者

として取り扱うことが適当な場合があ

ると考えられることから、当該就労者

が被保険者に該当するかどうかについ

て、その就労の形態等個々の具体的事

例に即して判断すべきものとされてお

り、当審査会としても短時間就労者の

常用的使用関係の有無を判断する基準

として妥当なものとして認めてきたと

ころである。

また、この取扱いを前提として、語

学学校に雇用される外国人講師につい

ては、｢語学学校に雇用される外国人

講師に係る健康保険・厚生年金保険の

適用について ｣（平成１７年５月１９

日庁保険発第０５１９００１号社会保

険庁運営部医療保険課長通知。以下「本

件通知」という。）が定められ、以下

のとおり取り扱うこととされており、

当審査会としても相当であると認める

ものである。

すなわち、①　非常勤として雇用さ

れている外国人講師（以下「非常勤外

国人講師」という。）が、当該語学学

校と常用的使用関係にあるかどうかに

ついては、１日又は１週の所定労働時

間及び１月の所定労働日数が当該事業

所において、常勤として雇用されてい

る外国人講師（以下「常勤外国人講師」

という。）の所定労働時間及び所定労

働日数のおおむね４分の３以上である

場合には、健康保険及び厚生年金保険

の被保険者として取り扱うこと、②　

語学学校に雇用されている講師が全員

非常勤外国人講師であるため、所定労

働時間及び所定労働日数がおおむね４

分の３以上であるか否かを判断する際

に、比較すべき常勤外国人講師がいな

い場合については、当該語学学校にお

いて常勤として雇用されている一般的

な従業員（いわゆる正社員）の所定労

働時間及び所定労働日数のおおむね４

分の３以上であるか否かをもって、被

保険者として取り扱うこと、③　就業

規則または雇用契約において、非常勤

外国人講師の１日又は１週の所定労働

時間は規定されているが、１月の所定

労働日数が規定されてない場合には、

常勤外国人講師及び非常勤外国人講師

の所定労働時間から、それぞれの１月

の総労働時間を算出したものを比較し

ておおむね４分の３以上であるか否か

をもって被保険者として取り扱うか否

かを判断すること、④　上記①から③

までに該当しない場合であっても、残

業が常態的であったり、給与形態が出

来高払いとなっている等のため、労働

時間が月によって変動し、非常勤外国

人講師の労働時間が、常勤外国人講師

の労働時間のおおむね４分の３以上と

なる月や下回る月がある場合には、非

常勤外国人講師の総労働時間と常勤外

国人講師の総労働時間を比較し、おお

むね４分の３以上となる月が連続で２

か月を超えていれば、被保険者として

取り扱うこと、とされている。

（2）　これを本件についてみると、請求

人の雇用契約書によると、１日の所定
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労働時間の規定はないが、１週間の所

定労働時間は、主に教室での授業が最

大２０時間及び授業に関連しない業務

が２時間で、基本的には合計２２時間

と定められていることが認められる。

また、本件事業所には、フルタイム・

デベロップメントコーディネーターと

呼ばれる職種があり、教室でのレッス

ン、クラス・コーディネーション、教

材開発等の業務に従事することとされ

ているから、請求人と同種の職種であ

ると認められる。このフルタイム・デ

ベロップメントコーディネーターの所

定勤務時間は１日７時間（１時間の昼

食休憩時間を除く。）で、雇用契約書

上、勤務日数や勤務週数についての規

定は見受けられないから、本件事業所

の就業規則に即した勤務を行うものと

判断される。そうすると、本件事業所

の就業規則によれば、当該職種の１週

間の所定労働時間は３５時間（１日７

時間で平均週５日の勤務）と認められ

る。また、この時間数は、本件事業所

に常勤として勤務する一般的な従業員

の勤務時間でもある。

そこで、これらを本件通知に照ら

して判断すると、まず、請求人の１週

間の所定労働時間（２２時間）は、フ

ルタイム・デベロップメントコーディ

ネーターや一般的な従業員の１週間の

所定労働時間（３５時間）のおおむね

４分の３（２６時間１５分）に達して

おらず、本件通知の前記（1）の①及

び②の要件を満たしているとは認めら

れない。

次に、請求人の所定労働日数につ

いてみると、請求人の雇用契約書によ

れば、１週間の勤務日数は最大５日間

とあるが、１年間の勤務週数は４４週

とあり、請求人の１か月間の所定労働

日数の定めはないから、本件通知の前

記（1）の③の要件に照らして検討す

ると、フルタイム・デベロップメント

コーディネーターや一般的な従業員の

１か月間の所定の総労働時間は平均

１５１時間４０分（週３５時間×５２

週（１年間の週数）÷１２月）である

のに対し、請求人の１か月間の所定の

総労働時間は平均８０時間４０分（週

２２時間×年４４週÷１２月）で、こ

れは１５１時間４０分のおおむね４分

の３（１１３時間４５分）に達してお

らず、本件通知の前記（1）の③の要

件を満たしているとは認められない。

さらに、請求人は、所定労働時間

のほかにもかなりの長時間勤務に従事

し常に激務の状態だったと主張してい

るから、本件通知の前記（1）の④の

要件に該当するかについても検討する

と、請求人の１か月間の所定労働時間

は、年間４４週の勤務であることか

ら、本来は前述のとおり平均８０時間

４０分とみるべきであるが、仮に１年

間（５２週間）にわたって毎週２２時

間の勤務であったとみて１か月間の所

定労働時間を計算すると、平均９５時

間２０分（週２２時間×５２週÷１２

月）となるが、これに前記１の（3）

で認定した請求人の所定外の労働時間

数（ただし、平成○年１月は０時間と

した。）を加えると、

期　　　間 時　間　数

平成○年８月 １０７時間３５分

同年９月 １２８時間２０分

同年１０月 ９８時間２０分

同年１１月 ９６時間２０分

同年１２月 １２４時間２０分

平成○年１月 ９５時間２０分

同年２月 １０１時間５０分

同年３月 １０７時間２０分

となる。これらをフルタイム・デベ

ロップメントコーディネーターや一般

的な従業員の１か月間の所定の総労働

時間である平均１５１時間４０分と比

較すると、１５１時間４０分のおおむ

ね４分の３（１１３時間４５分）以上

となっているのは、本件審査資料で確

認できる範囲では、平成○年９月と同

年１２月の２か月のみであり、２か月
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以上連続している月はないから、本件

通知の前記（1）の④の要件を満たし

ているとも認められない。

したがって、本件審査資料から、請

求人が本件事業所と常用的使用関係に

あると認めることはできない。

（3）　これに対し、請求人は、再審査請

求の趣旨及び理由並びに本件審理期日

において、①本件に係る○○厚生局社

会保険審査官の決定を無効とするこ

とも求める、②雇用契約に Full-Time 

Instructor とあるように請求人は常

勤講師であるから、請求人の労働時間

を常勤外国人講師の労働時間として取

り扱うべきである、③請求人は週２２

時間の所定労働時間のほかに毎週１０

時間以上さまざまな業務に従事してい

た、④請求人は被保険者資格を認めら

れた同僚Ａと同様の雇用契約及び労働

実態であったにもかかわらず、自ら労

働時間の記録をとっていなかったこと

のみをもって被保険者資格が認められ

ないのは不当であり、そもそも本件事

業所が従業員の労働時間管理を怠って

きたことで労働者に不利益が生じるの

は納得できない、⑤原処分は、請求人

の労働時間のみに基づいてなされてお

り、請求人の業務内容、雇用形態等を

勘案していない、と主張しているので、

以下これらについて検討する。

①についてみると、社会保険審査

官及び社会保険審査会法第３２条第５

項は「……再審査請求……においては、

原処分をした保険者……をもつて相手

方とする。」と規定しており、当審査

会は、社会保険審査官の決定ではなく、

保険者によってなされた原処分を対象

として審査を行うものであるから、審

査請求に対する決定について判断する

ことはできない。

②についてみると、常勤であるかど

うかは、「Full-time」との用語のみに

とらわれることなく、本件事業所にお

ける請求人や他の職員の勤務状況等に

照らして判断すべきものであり、前述

のとおり、請求人の勤務の実態から判

断すると、請求人の労働時間を常勤の

外国人講師の労働時間とみることはで

きないから、請求人の主張は採用でき

ない。

③及び④についてみると、請求人の

主張するような労働時間を認定するに

は、それを裏付けるに足る客観的な資

料が必要であるところ、本件記録にお

いてはそうした資料は見受けられない

以上、請求人の主張を採用することは

できない。また、請求人の雇用契約の

内容が同僚のＡのそれと同様であった

としても、そのことから直ちに請求人

の勤務状況がＡと同様であると推認す

ることはできない。

⑤についてみると、前記（1）で述

べたように、短時間就労者についての

常用的使用関係の有無については、所

定労働時間や所定労働日数の要件を満

たさない場合でも、その就労の形態等

個々の具体的事例に即して判断すべ

きものとされているが、請求人の場

合、前述のように、本件審査資料上認

定できる労働時間や労働日数はフルタ

イム・デベロップメントコーディネー

ターや一般的な従業員に比して相当程

度少なく、また、雇用契約上、本件事

業所以外での労働が基本的に認められ

ていることも勘案すれば、請求人につ

いて常用的雇用関係があると認めるこ

とはできない。

（4）　以上のとおりであるから、請求人

の主張はいずれも採用することはでき

ず、原処分は結論において適法かつ妥

当であり、これを取り消すことはでき

ない。

以上の理由によって、主文のとおり裁決す

る。
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